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１．水防工法について 

 （１）水防工法の選定 
 

 水防活動では、速やかに現地状況に適合した工法を選定し、迅速に対応するこ
とが重要です。以下に被災要因および対策の基本方針を示します。 
 

被 災 要 因 対策の基本方針 

築堤部・堀込部に関わらず、川側で発生します 

 激しい川の流れや波浪等により、堤防の川側が

削り取られた状態を「深掘れ（洗掘）」と呼びま

す。 

〔対策〕特に築堤部で深掘れが進むと、堤防が決

壊し、甚大な被害が発生する恐れがあります。 

 深掘れが進行しないよう、堤防斜面を保護する

対策が必要です。 

築堤部の居住地側で発生します 

 

 河川水位が上昇し居住地側との水位差が大きく

なることにより、堤防又は基礎部を通った浸透水

が地表に漏れ出した状態を「漏水」と呼びます。

〔対策〕漏水量の増加により堤防内の土砂が排出

され決壊する恐れがあります。 

漏水量を増加させないよう、川側・居住地側の

水位差を小さくする対策が必要です。 

築堤部・堀込部に関わらず発生します 

 河川水位が上昇し、堤防の上面を越えて溢れ出

した状態を「水のあふれ（越水）」と呼びます。

〔対策〕溢れ出した水が堤防上面や居住地斜面を

削り、決壊する恐れがあります。 

水が溢れないよう、堤防を嵩上げする対策が必

要です。 

主に築堤部の堤防上面や居住地側で発生します 

 河川の水圧や堤防内の浸透水等の影響で堤防が

変形しひび割れが発生した状態を「亀裂」と呼び

ます。 

〔対策〕亀裂が進行し決壊する恐れがあります。

 亀裂が広がらないよう、被災箇所を縫い合わせ

る対策が必要です。 

主に築堤部で発生。川側・居住地側に関わらず発

生します 

 激しい川の流れや降雨の影響で堤防の一部が崩

れた状態を「斜面の崩れ（崩壊）」と呼びます。

〔対策〕水位があまり高くない状態でも降雨等に

より斜面の崩れが起こる恐れがあります。 

 居住地側の崩れでは失われた部分を直接充填す

る、川側では反対の居住地側を補充する対策が必

要です。 
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分類 
 

 
水防工法の種類 

 

深掘れ（洗掘） 

対策 

 

漏水対策 
 

水のあふれ（越水）

対策 

 

亀裂対策 
 

斜面の崩れ 

（崩壊）対策 

 

引用：時代に即した水防工法～工法選定と作製の手引き：国土交通省中国地方整備局 

■：川側での対応 
■：居住地側での対応 
■：堤防上面での対応 
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①「の」の字結び【半結び】 ②かみくくし【巻き結び】

「の」の字結び　完成

かみくくし　完成

巻き付けたロープをくぐらせる

下からロープを巻き元ロープにくぐらせる

両方のロープを左右に引く

上からロープを巻く

交差するように巻き付ける

２．準備作業（１）なわの結び方

長い方のロープ（白）

元ロープ

短い方のロープ（赤）

端ロープ
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③フナ結び【より結び】 ④イワシ結び【ひきづな結び】

下からロープを巻く

下のロープに端ロープをくぐらせる

フナ結びを作る（１回多く巻く）

折り返して、上のロープに
外側から巻き付ける

フナ結び　完成

  「の」の字結びを作る

イワシ結び　完成

  「の」の字結びもう一度作る

長い方のロープ（白）

元ロープ

短い方のロープ（赤）

端ロープ
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輪を作り、ロープの端を通す

⑤イボ結び【男結び、俵結び】 ⑥ふた結び  

再度、同じ向きにくぐらせる

元ロープを引く

下からロープを巻き、くぐらせる

輪の交差箇所に巻きつける

ふた結び　完成

元ロープを引く

イボ結び　完成
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③ フナ結び ④ イワシ結び

⑤ イボ結び ⑥ふた結び

① 「の」の字結び ② かみくくし

水防工法に使用するなわ結び

※なわ結びの名称は水防工法ハンドブックを参考にしています。

一般的な名称を【 】で記載しています。

※実際の水防工法では、命綱を用意して作業するなど、安全対策に努めて下さい。
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奥のロープの下を通す

再度、輪にロープを通す

もやい結び　完成

輪を作る

輪の下からロープを通す

（参考）もやい結び

（注意点）結び終わったロープの端は再度元

ロープに巻き付けるなどして、終端の処理をし

てください。ほどける恐れがあります。
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（２）土のう作り・土のうの積み方 
 

  

 

 

 

 

 

①  

■用途 

 水防工法の基本ともなる土のう（ビニー

ル・合成繊維等）を作る作業です。 

■手順 

①スコップで４～５杯の土を入れると袋の

約７～８割で、重さはおよそ２５～３０kg で

す。 

②袋のはしに出ているヒモを引いて、袋の口

をしぼります。 

③しぼりおえたら親指を添え、その指の上に

ヒモを２回まわします。 

④指を抜き、ヒモを上から下へ通し、引いて

締めます。 

 ②             ③            完成 

 ■土のうの積み方 

 

 

 

 

 

  

 

小口（こぐち）積み 

土のうの長辺が重なるように積みます

長手（ながて）積み 

土のうの短辺が重なるように積みます

土のう底部を上流に向けます 
 

土のう袋 

４８㎝×６０㎝ 

土入れは２人で

行って下さい 

親指を添え 

ヒモを２回まわし 

親指を抜き 

上からヒモを通します 

下に引いて締めます 

水の流れ 
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３.水防工法 （１）木流し工 

 

■目的 

急流部において流水を緩

和し、堤防の川側、河岸

が崩れるのを防ぐ工法で

す。また、緩流部では波

かけの防止にも使われま

す。 

 

 

■基本的な作業フロー 

①資材の用意 流し木（５ｍ以上）を現地付近で伐採、堤防の上に運搬 

②土のう作り：９袋 （内訳 重し土のう：５袋、枕土のう：４袋） 

③重し土のうの十字がけ：５袋  のの字結び、イボ結び  

④木杭の打ち込み 

⑤重し土のうの取り付け：５袋  かみくくし、イボ結び、フナ結び  

⑥流し木の結束  イワシ結び  

⑦枕土のう設置：４袋 

⑧木杭との結束  フナ結び  

⑨木の投げ入れ 
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■作業手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①資材の用意 

 流し木、木杭を堤防の上に運びます。

 

②土のう作り 

 土のう９袋の袋詰めを行います。その

うち５袋を重し土のうとして流し木に

取り付けます。 

 

 

③重し土のうの十字がけ 

 

 ロープ（φ６㎜）を二重にして地面に

横に置き、真ん中に土のうを乗せます。

 ロープで土のうを巻き付け、のの字結

びをしてロープを上下に持ち上げます。

 

 土のうをひっくり返して 

 

下から来たロープでのの字結びをし

ます。そのロープを上のロープで、イボ

結びを行います。 

 

 

 

④木杭の打ち込み 

 枕土のうを４袋、堤防上面を

保護するため使用します。 

 木杭の打ち込みは、堤防の居

住側斜面に対して垂直に打ち込

みます。 

土のうをひっくり返します 

一番細いロープφ6mm を 

二重にして十字がけを行います 

12

一般財団法人
北海道河川財団



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

⑤重し土のうの取り付け 

 

 重し土のうの結束作業はかみく

くしでロープを結束して、イボ結び

とフナ結びで土のうを固定します。

 

 

 まずロープ（φ９㎜）を木の幹に

かみくくしで結束します。余ったロ

ープの両端の長さを揃えてくださ

い。 

 

 その幹の上に土のうの底を木の

先端に向ける方向で土のうを乗せ

ます。 

 ロープの両端を土のうの上でイ

ボ結びで結束します。 

 

 

その両端を木の上下方向に、木の

幹を回してかみくくし、最後にフナ

結びで結束します。 

 

二番目に細いロープφ9mm で 

重し土のうを取り付けます 
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●木流し工数量表（１組あたり１本） 
人員 資     材  器 具                

名 称      形 状 寸 法 単 位 員 数 名 称      単 位 員 数

１０人 雑木 長さ約５．５ｍ 末口９ｃｍ 本 １ ノコギリ 丁 １ 

木杭 長さ約１．２ｍ 末口９ｃｍ 本 １ スコップ 丁 １ 

土のう ひもつき 袋 ９ 掛矢 丁 １ 

ロープ φ６ｍｍ×５．０ｍ 本 ５ ←重し土のうの十字結び用 

←重し土のうと木との接合 

←木と木杭との結束 

ロープ φ９ｍｍ×６．５ｍ 本 ５ 

ロープ φ１２ｍｍ×２０．０ｍ 本 １ 

土砂 （土のう袋詰め用） ｍ３ ０．１ 

⑥流し木の結束 
 流し木とロープ（φ１２㎜）の結

束はイワシ結びで結束します。 

 

⑦枕土のう設置 
 枕土のう４袋は、堤防を保護する

ため堤防の両側の肩にそれぞれ２

袋ずつ、土のうのしばり口を下流側

に向けて設置します。 

 
⑧木杭との結束 
 木杭との結束はフナ結びで行い

ます。木を川に投入する前に、木杭

に結束してください。 

 

⑨木の投げ入れ 
 流し木は上流に向けて４５度の

角度にいれます。 

※木を投げ入れる際は、命綱等の安

全対策を行ってください。 

 
 
■木流し工法は、１本では効果は限定

的で、複数本投入するのが一般的で

す。また、木流し工法は、下流から上

流の順に投入するのが基本です。 

一番太いロープφ12mm で 

流し木と木杭を結束します 
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（２）シート張り工（合成繊維シート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■基本的な作業フロー 

①資材の用意 合成繊維シートに骨パイプを取り付ける 

②シート吊りロープの結束  かみくくし、のの字結び、フナ結び  

③土のう作り：１７袋（内訳 重し土のう：３袋、あおり止め土のう：２袋、枕土のう：１２袋） 

④重し土のうの取り付け：３袋  かみくくし、フナ結び  

⑤あおり止めの重し土のう：２袋  固結び、のの字結び、ふた結び  

⑥枕土のう設置：１２袋                                                                  

⑦木杭の打ち込み、結束  フナ結び  

⑧シートの投げ入れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■目的 

川側の堤防崩壊、及び透水を防ぐ工法です。むしろや土俵の入手が困難な今、その

代わりに合成繊維のシートや土のうを使用します。 
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■作業手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①資材の用意 

 合成繊維シートを堤防上面に広げます。骨パイプ６本は下図のようにシートの切
り込みに通します。 

 

 

②シート吊りロープの結束 

 シート吊りロープ（２５ｍ）を結束します。上の骨パイプから、かみくくし、中
間のパイプにはのの字結び、下のパイプにはフナ結びの順番で取り付けます。 

16

一般財団法人
北海道河川財団



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

④重し土のうの取り付け 

 まず３袋の重し土のうをシート

下部の骨パイプに取り付けます。

 

 土のう１袋につき２本のロープ

（５．０ｍ）を使います。まず一番

下の骨パイプに、土のうを乗せな

いでかみくくしを行います。その

際には、余ったロープの両端の長

さを揃えてください。 

 

 そのかみくくしをゆるめて、そ

の中に土のうを挿入します。土の

うはしばり口を下流側に向けて取

付けてください。 

 

 土のうを固定し、余ったロープ

の両端はまとめて上の骨パイプへ

ぶら下げるようにフナ結びにしま

す。 

 

 

 重し土のうを取り付けたシー

トは土のうを芯にして、すのこ

巻きにします。 

 

③土のう作り 
 土のうの袋詰めは１７袋行います。そのうち３袋は重し土のう、２袋はあおり止
めの重し土のうとして使用します。 
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⑤あおり止めの重し土のう 

 重し土のう２袋をシート

上流部にあおり止めとして

用意します。 

 

 まずロープ（６．５ｍ）２本

を１．５ｍ程の差をつけ、固結

びで結束し、２回のの字結び

でねじります。重し土のうと

ロープの結束はふた結びで

行います。 

 

 さらにロープ（１２ｍ）と

ふた結びで結束します。その

ロープを上流側の木杭にフ

ナ結びで固定します。 

 

 

⑥枕土のう設置 

 枕土のう１２袋は、堤防の

両側の肩にそれぞれ２袋ず

つ６カ所、土のうのしばり口

を下流側に向けて設置しま

す。 

 

 

⑦木杭の打ち込み 

 木杭の打ち込みは、堤防の

居住側斜面に３箇所、千鳥に

打ち込みます。 

 

18

一般財団法人
北海道河川財団



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

●シート張り工数量表（１組１枚当たり） 

人 員  資 材                         器 具                

名 称 形 状 寸 法             単 位 員 数 名 称 単 位 員 数

１０人 シート 合成繊維シート（骨パイプ６本付き）

５．０ｍ×３．０ｍ 

枚 １ スコップ 丁 １ 

掛矢 丁 １ 

木杭 長さ１．２ｍ末口９ｃｍ 本 ３  

 

←重し土のうの取り付け用 

←あおり止め土のう取り付け用 

←あおり止め土のうの木杭固定用 

←シート吊り用 

土のう ひもつき 袋 １７ 

ロープ φ６ｍｍ×５．０ｍ 本 ６ 

ロープ φ９ｍｍ×６．５ｍ 本 ２ 

ロープ φ９ｍｍ×１２．０ｍ 本 １ 

ロープ φ９ｍｍ×２５．０ｍ 本 ３ 

土砂 （土のう袋詰め用） ｍ３ ０．２

⑧シートの投げ入れ 

 ３本の留め杭にシート吊りロ

ープ３本と重し土のうの付けた

ロープ１本をフナ結びで結束し

ます。 

シートを転がすように投げ込

み、最後にあおり止めの重し土

のうを上流側に入れます。 

 

※シートを投げ入れる際は、

命綱等の安全対策を行ってく

ださい。 

 

 

■シート張り工法は、１枚では

効果は限定的で、複数枚投入す

るのが一般的です。また、シー

ト張り工法は、あおり防止のた

め、少しずつ重ね、下流から上

流の順に投入するのが基本で

す。 
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（３）① 月の輪工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■目的 

 増水中に堤防の居住側法面より水

の吹き出しが確認された場合に、漏

水の噴出口に土のうを積んで水を溜

め、河川水位と漏水口の水位差を縮

小することで、水の噴出の勢いを抑

え、漏水口の拡大を防ぎ堤防の決壊

を防止する工法です。 

 

 

 

■作業手順 

①土のうの積み方 

 土のうは漏水口を中心に半径 

１．５ｍの半円径の輪を描きます。

土のうは５段積みます。 

 

 

 

 

 

②土のう積み、土入れ 

 １～４段目の土のうの積み方は、

内側土のうは長手積みで上流側か

ら積んでいきます。 

 外側土のうは小口積みで内側土

のうから５０㎝程度離して並べま

す。 

 

 土のう積みと同時進行で土のう

の継ぎ目には土をつめて、踏み固め

ます。また、内側と外側の土のうの

間に土をつめて、充分に踏み固めま

す。 
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⑥パイプの取りつけ 

 あふれ出る水を流すために、塩ビパイプを４段目の土のうの上に取りつけます。 

その上に土のうを乗せ、塩ビパイプが動かないように固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ビニールシート敷設 

 ４段目を積んだ後に、漏水を防ぐ

ためのビニールシートを張ります。

 シートを張ったあとにパイプの

取り付けを行います。 

 

④土のう積み完了 

 ５段目を積んだあとに６段目の

土のうを、中詰め土の上に、長手積

みで並べます。 

※赤点線はビニールシート 

  施工時には、漏水箇所にカッターな

どで穴をあけてください。 

 

 

 

⑤控え杭 

 ５段目を積んだあとに、内側土の

うに杭を打ちます。鋼杭は、土のう

１袋に２本の割合で打ち込みます。
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●月の輪工数量表 

人 員  資 材                                器  具 
名  称 形 状 寸 法             単 位 員 数 名  称 単 位 員 数

２０人 土のう  袋 ３５０ 一輪車 台 ４ 

鋼杭 φ１６㎜×１．２ｍ 本 ６０ スコップ 丁 ８ 

ブルーシート＃2000 ２．０ｍ×１．０ｍ 枚 １ 掛矢 丁 ２ 

ロープ φ６ｍｍ×３．５ｍ 本 ２ 大型ハンマー 丁 ２ 

塩ビパイプ φ１５０㎜×４ｍ ＶＵ管 本 １  

 軟質塩化ビニールシート ５．０ｍ×５．０ｍ ｔ＝０．５㎜              枚 １ 

土砂 （土のう用及び中詰め土） ｍ３ ５．５

⑦鋼杭の打ち込み 

 このパイプを鋼杭（又は木杭）で支

えます。 

 鋼杭とパイプの結束は、まず鋼杭の

交差箇所にかみくくしを行います。ロ

ープはパイプを固定するために上下

に回し、最後はイボ結びをしてくださ

い。 

 

 

⑧水落下部の施工 

 パイプの水がおちる場所にブルー

シート（ＰＰシート）を１枚敷きます。

その上に土のうを３袋、パイプと平行

にして並べます。 

 

 

 

 

完成図 
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（３）② 月の輪工（杭省略型） （ブルーシート使用） 

 

 

 

■目的
 増水中に、堤防の居住側法面より水の吹き

出しが確認された場合に、漏水の噴出口に土

のうを積んで水を溜め、河川水位と漏水口の

水位差を縮小することで、水の噴出の勢いを

抑え、漏水口の拡大を防ぎ堤防の決壊を防止

する工法です。従来の月の輪工から鋼杭と土

による間詰めを省略した工法です。 

  

■作業手順 ①ブルーシートを半分に折り、さらに「くの字形」に折ります。

 

 

 

 

②ブルーシートの敷設 

漏水箇所の手前に目

印の土のうを置きます。

折ったシートを、目印土

のうを囲む用に敷きま

す。 

 

 

③目印土のうを中心と

した半径７０cm の円の

内側に土のうを並べま

す。 
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④土のうを包むように

シートを折り返してい

きます。 

 

 

 

 

 ⑤土のう積み 

折り返したシートの

周りに土のうを長手積

みで並べます。 

土のうは漏水箇所を

中心に半径１．１ｍの円

の外側に並べてくださ

い。 

 ⑥先に置いた土のうの

外側に１段目の土のう

を内側同様に長手積み

で並べます。 
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⑦内側・外側土のうを４

段目まで積みます。５段

目の土のうは４段目の

土のうの間に並べます。

塩ビ管を取り付ける

位置に隙間を空けてお

きます。 

土のうは赤数字の順

で積んでいきます。 

 

 
 

⑧シートの展開 

折りたたんでいたシ

ートを開き、土のうの上

に広げていきます。 

 ⑨ブルーシートを展開

した時点で左図のよう

になります。 

 

 

⑩漏水を極力防止する

ため、シート内側に土の

うを並べます。 

広げたシートを押さ

えるため、４箇所に土の

うを置きます。 
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⑪外側土のうの外に２

段で控え土のうを積み

ます。 

 

⑫控え土のうから２ｍ

離したところに土のう

を２段積み、塩ビパイプ

を支えます。 

パイプとシートを密

着させるため、シノでシ

ートに穴を開け、ロープ

でパイプと結束します。

塩ビパイプの上に土の

うを１袋置きます。 

 

⑬水落下部の施工はパ

イプの水がおちる場所

にブルーシートを１枚

敷きます。 その上に土

のうを３袋、パイプと平

行にして並べます。 

 

 

完成図 

●月の輪工（杭省略型）数量表  

人 員 
資      材 器    具 

名   称 形状寸法 単位 員数 名   称 単位 員数

２０人 土のう  袋 ４００ 掛矢（土羽板

代わりに使用）

丁 ２ 

 ブルーシート＃2000 ５．４ｍ×７．２ｍ 枚 １ 

 ブルーシート＃2000 ２．０ｍ×１．０ｍ 枚 １ シノ 丁 １ 

 ロープ φ６mm×３．５ｍ 本 ２    

 塩ビパイプ φ１５０mm×４ｍ ＶＵ管 本 １    

 土砂 （土のう袋詰め用） ｍ3 ４．０    
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（４）① 釜 段 工
か ま だ ん こ う

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■目的 

 増水中に、堤防の居住側の平場よ

り水の吹き出しが確認された場合

に、漏水の噴出口に土のうを積んで

水を溜め、河川水位と漏水口の水位

差を縮小することで、水の噴出の勢

いを抑え漏水口の拡大を防ぎ堤防の

決壊を防止する工法です。 
 

 

■作業手順 

①土のう積み 

 土のうは漏水箇所を中心に半径

１．５ｍの円径の輪を描きます。土の

うを５段積みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
②土のう積み、土入れ 
 １～４段目の土のうの積み方は、

内側土のうは長手積みで積んでいき

ます。 
 外側土のうは小口積みで内側土の

うから５０㎝程度離して並べます。

 土のう積みと同時進行で土のうの

継ぎ目には土をつめて、踏み固めま

す。また、内側と外側の土のうの間

に土をつめて、充分に踏み固めます。
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⑥パイプの取りつけ 

 あふれ出る水を流すために、塩ビパイプを４段目の土のうの上に取りつけます。そ

の上に土のうを乗せ、塩ビパイプが動かないように固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③シート施工 

 ４段目を積んだ後に、漏水を防

ぐためのビニールシートを張り

ます。シートを張ったあとにパイ

プの取り付けを行います。 

 

④土のう積み完了 

 ５段目を積んだあとに、６段目

の土のうを、内側と外側の土のう

の間につめた土の上に、長手積み

で並べます。 

※赤点線はビニールシート 

  施工時には、漏水箇所にカッター

などで穴をあけてください。 

 

 

⑤控え杭 

 ５段目を積んだあとに、内側土

のうに杭を打ちます。 

 この鋼杭は、土のう１袋に２本

の割合で打ち込みます。 
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●釜段工数量表 

人 員  資 材                                器   具 

名    称 形 状 寸 法             単位 員 数 名   称 単位 員数

２５人 土のう  袋 ４４０ 一輪車 台 ４ 

鋼杭 φ１６㎜×１．２ｍ 本 ８４ スコップ 丁 ８ 

ブルーシート＃2000 ２．０ｍ×１．０ｍ 枚 １ 掛矢 丁 ２ 

ロープ φ６㎜×３．５ｍ 本 ２ 大型ハンマー 丁 ２ 

塩ビパイプ φ１５０㎜×４ｍ ＶＵ管 本 １  

軟質塩化ビニールシート ５．０ｍ×５．０ｍ ｔ＝０．５㎜              枚 １ 

土砂 （土のう用及び中詰め土） ｍ３ ７．４

⑦鋼杭の打ち込み 

 このパイプを鋼杭（又は木杭）で支

えます。 

 鋼杭とパイプの結束は、まず鋼杭の

交差箇所にかみくくしを行います。ロ

ープはパイプを固定するために上下

に回し、最後はイボ結びをしてくださ

い。 

 

 

⑧水落下部の施工 

 パイプの水がおちる場所にブルー

シート（ＰＰシート）を１枚敷きます。

その上に土のうを３袋、パイプと平行

にして並べます。 

 

 

 

完成図 
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（４）② 釜段工
かまだんこう

（杭省略型） （ブルーシート使用） 

 

 

■目的
増水中に、堤防の居住側の平場より水の吹

き出しが確認された場合に、漏水の噴出口に

土のうを積んで水を溜め、河川水位と漏水口

の水位差を縮小することで、水の噴出の勢い

を抑え漏水口の拡大を防ぎ堤防の決壊を防止

する工法です。従来の釜段工から鋼杭と土に

よる間詰めを省略した工法です。 

  

■作業手順 ①ブルーシートを半分に折り、さらに「くの字形」に折ります。

 

※２枚用意します 

 

 

②ブルーシートの敷設 

折ったブルーシート

２枚を、漏水箇所を囲む

用に敷きます。 

 ③漏水箇所を中心とし

て半径５０cm の円の内

側に土のうを並べます。
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④土のうを包むように

シートを折り返してい

きます。 

 

 

 

 

 

⑤土のう積み 

折り返したシートの

周りに土のうを長手積

みで並べます。 

土のうは漏水箇所を

中心に半径９０cm の円

の外側に並べてくださ

い 

 

 

⑥先に置いた土のうの

外側に１段目の土のう

を内側同様に長手積み

で並べます。 
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⑦内側・外側土のうを４

段目まで積みます。５段

目の土のうは４段目の

土のうの間に並べます。

塩ビ管を取り付ける

位置に隙間を空けてお

きます。 

土のうは赤数字の順

で積んでいきます。 

 

 

⑧シートの展開 

折りたたんでいたシ

ートを開き、土のうの上

に広げていきます。 

 

 

⑨ブルーシートを展開

した時点で左図のよう

になります。 

 ⑩漏水を極力防止する

ため、シート内側に土の

うを並べます。 

広げたシートを押さ

えるため、６箇所に土の

うを置きます。 
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 ⑪外側土のうの外に２

段で控え土のうを積み

ます。 

 

⑫控え土のうから２ｍ

離したところに土のう

を２段積み、塩ビパイプ

を支えます。 

パイプとシートを密

着させるため、シノでシ

ートに穴を開け、ロープ

でパイプと結束します。

塩ビパイプの上に土の

うを１袋置きます。 

 

⑬水落下部の施工はパ

イプの水がおちる場所

にブルーシート（ＰＰシ

ート）を１枚敷きます。

その上に土のうを３袋、

パイプと平行にして並

べます。 

 

 

完成図 

●釜段工（杭省略型）数量表  

人 員 
資      材 器    具 

名   称 形状寸法 単位 員数 名   称 単位 員数

２５人 土のう  袋 ５００ 掛矢（土羽板

代わりに使用）

丁 ２ 

 ブルーシート＃2000 ５．４ｍ×７．２ｍ 枚 ２ 

 ブルーシート＃2000 ２．０ｍ×１．０ｍ 枚 １ シノ 丁 １ 

 ロープ φ６mm×３．５ｍ 本 ２    

 塩ビパイプ φ１５０mm×４ｍ ＶＵ管 本 １    

 土砂 （土のう袋詰め用） ｍ3 ５．０    
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（５）①積土のう工（前５段、後３段積み） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■目的 

 洪水によって堤防が沈下した場

合や増水する速さが著しく、水が堤

防を越えるおそれがあるときに用

います。 

 水防工法の中で最も基本となる

重要な工法です。この工法は、越流

水深に応じて、３段積み、４段積み、

５段積みがあります。 

 

 

■作業手順 

①土のうの積み方 

 土のうは前５段、後３段積みとし

ます。 

 

②表土のう１段目 

 まず表土のうを並べます。堤防上

面の川側の肩から、５０cm 程度後

退したところに、土のうを水の流れ

に平行に上流側から長手積みに並

べます。 

 

 土のうのしばり口は下流に向け、

その上に隣の土のうを重ねます。

そして、継ぎ目には土をつめて踏

み固めます。 
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③控え土のう１段目 

 後ろに控え土のうを積みます。１

段目の並べ方は、土のうのしばり口

を居住側に向けて、前列の表土のう

から３０㎝あけて小口積みに並べ

ます。 

 

 

 

以下、④⑤⑥は並行して行います。

 

④表土のう２～５段目 

 

 表土のうの２～５段目を積みま

す。２～５段目は互い違いに積み上

げます。１段目と同様に、土のうの

継ぎ目には土をつめて、よく踏み固

めます。 

 

 

⑤控え土のう２～３段目 

 

 控え土のうの２、３段目は、１段

目の継ぎ目の上に土のうを互い違

いに積み上げます。継ぎ目には土を

つめて、よく踏み固めます。 

 

 

⑥中詰め土の間詰め 

 

土のう積み作業と平行して、３０

㎝程度あけたところには、土をつめ

てよく踏み固めます。 

 中詰め土の両端も土がこぼれな

いように、小口積みでふさぎます。
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●積土のう工数量表（１組１０ｍ当たり） 

人 員
      資 材                         器 具                     

名 称 形 状 寸 法             単位 員数 名     称 単位 員数

２０人 土のう  袋 ３００ 一輪車 台 ３ 

鋼杭 φ１６㎜×長さ１．２ｍ 本 ６０ スコップ 丁 ４ 

土砂 （土のう用及び中詰め土） ｍ３ ５．５ 掛矢（土羽板代わりに使用） 丁 ２ 

    大型ハンマー 丁 ２ 

 

 土のう積みは前５段、後３段積み

とします。 

 

 

 

 

 

⑦鋼杭の打ち込み 

 前５段の表土のうを積み終えた

ところから、鋼杭を土のう１袋につ

き２本ずつ打込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

完成図 
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（５）② 積土のう工（杭省略型）（ブルーシート使用）

■目的
従来の積土のう工か

ら鋼杭を省略していま

す。 

舗装された堤防上面

など、杭が打ち込めな

い場所でも有効です。 

■作業手順
①ブルーシートを２枚

準備します。

 左図のように３分の

２の位置まで折り返し

ます。 

②ブルーシートを上流

側から敷設します。ブ

ルーシートの折り返し

を堤防上面の肩に合わ

せるように敷きます。

③２枚目のブルーシー

トを重ねます。下流側

のブルーシートを折り

目の中に押しこむよう

に重ねます。

④ブルーシートの端に

合わせるように、表土

のうを並べていきま

す。
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⑤表土のうは、上流側

から土のうの結び目が

下流側に向くようにし

て長手積みで並べま

す。

⑥控え土のうを２列、

表土のうと同様に長手

積みで積んでいきま

す。

土のうは赤数字の順

で積んでいきます。 

⑦表土のうは５段、控

え土のうは２列、４段

と２段に積んでからブ

ルーシートを土のう全

体を覆うように広げま

す。

⑧覆ったブルーシート

の上から控え土のう

（３段目）を積んで完

成となります。

●積土のう工（杭省略型）数量表 （１組１０ｍ当たり）

人 員 
資  材 器  具 

名 称 形状寸法 単位 員数 名 称 単位 員数

２０人 土のう 袋 ４００ 掛矢（土羽板代わり

に使用）

丁 ２ 

ブルーシート#2000 3.6m×5.4m 枚 ２ 

土砂 （土のう袋詰め用） ４．０ 
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